
　子どもの頃に映画「ジュラシック・パー
ク」を見て、恐竜の研究者に強く憧れまし
た。今とは全く異なる生物が太古の時代
に生きていたということに興味を抱き、
古代の生物や地球の歴史などの謎を解き
明かしたいと感じたからです。小学生の
頃には、職業として研究者を意識してい
ました。その後、高校時代は放送部に所属
し、映像やラジオ番組の制作に携わった
ことで映画監督などのクリエイターの仕
事にも興味を持ったのですが、最終的に
ずっと好きだった古生物の研究ができる
大学に進学しました。
　大学では特に古生物の進化に興味を持
ち、その過程で生物の安定同位体を分析
して環境履歴を調べる研究に取り組みま
した。同位体とは、同じ元素でありながら
質量数が異なる原子のことです。魚の骨
格や貝殻などに含まれる炭酸カルシウム
の同位体比を分析することで、その生物
が生息していた環境や生態行動の履歴を
読み解くことができます。分析方法を習
得するのは大変ですが、一個一個新しい
データが出てくるのが楽しく、研究にの
めり込んでいきました。

　魚やイカなど移動性生物の行動生態を
調べるための同位体分析技術の開発を
テーマにしています。その1つとして、従

来の分析技術よりも高精度に温度を復元
できる「クランプトアイソトープ分析技
術」を用いて、多様な生物の生態や行動履
歴の解読に取り組んでいます。
　2025年1月には国内で2台目となる
クランプトアイソトープの最新の分析
装置が東京科学大学に導入される予定で
す。国内ではこの技術を応用している研
究者はまだ少ないですが、今後はこの装
置を活用した高精度な同位体分析技術の
確立を目指します。さまざまな分野の研
究者がコラボレーションできる同位体研
究拠点をつくるとともに、技術普及に努
めていきたいです。
　安定同位体分析によって生物の生息環
境が詳細にわかると、過去の環境変動に
よる生物の進化の過程や生息域の変化を
解明できます。これらのデータを積み重
ねることで、今後の海水温の変動などに
よる生物への影響を予測することも可能
です。また、イワシやサケのような回遊魚
の行動生態を把握し、水産資源の保存に
役立てることもできると考えています。

　私自身は研究者として、自分の専門分
野や今持っている技術の範囲内で考え
るのではなく「解決したいテーマを軸に
考える」ことを意識しています。まずは明
らかにしたいテーマをしっかりと持つこ
と。必要な技術があれば新たに習得し、専
門外であっても勇気を出して飛び込んで
みることが大切です。もし1人で実現で
きない場合はチームで取り組めば良いの
です。加えて、知識や技術を高度化させて
いく中で次の研究のヒントとなるアイデ
アが浮かぶことがあるため、日々コツコ
ツと知識や技術を習得し続けることを心
がけています。
　これから研究者を目指すみなさんに
は、趣味や勉強など何でもいいので自分
が好きなことに打ち込み、楽しんでほし
いと思います。その経験は必ず将来の糧
となるはずです。研究者の道は勉強の得
意不得意に関わらず「やってみたい」とい
う気持ちがあれば誰でも飛び込むことが
できます。突き詰めた
い分野が見つかった
ら、臆することなく
チャレンジしてみ

てください。

研究者を目指したきっかけは？
恐竜や古生物の謎を解明したい

Q1.
A1.

現在取り組んでいる研究は？
温度変化を復元し、行動生態を調査

Q2.
A2.

研究者を目指す人にメッセージを
「解決したいこと」を軸に考えて

Q3.
A3.

スイスでの在外研究時の週末は、雄大な自然
を満喫しながら趣味のスキーを楽しんでいまし
た。写真左にそびえるのがマッターホルンです。

貝類やサンゴ、
魚類などの海洋
生物の温度飼育
実験を行い、そ
の殻や骨格の同
位体比から水温
履歴を推定する
手法を開発して
います。

（TEXT：村上佳代）
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